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福祉と伝統工芸 のもの づくりの可能性



“My New Traditional Collection” selected by Fumi Kawasaki

スツール 木の椅子 JUN ／木
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　福祉×伝統工芸の可能性に着目し、 新しい

ものづくりのあり方を模索していくプロジェクト

「 NEW TRADITIONAL（ 以下、ニュートラ）」。本誌

はその取り組みのなかで培われた 思 考 や 言 葉、

イメージを発信するメディアです。

　各地で活動を続けてきたニュートラも3 年目を

迎えました。工芸や産業の現場への訪問や、ディレ

クターを招き、個人のまなざしからニュートラを

見出す展覧会の実施。つくり手 や 伝え手、クリ

エイター、研究者との意見交換など、調査・実践

の過程では、たくさんの発見が得られました。

　私たちのゴールは、ものづくりについて考え、

人・もの・地域の循環を豊かにしていくことだと

実感しています。素材・工法を柔軟な発想で追求

するつくり手との 出会いによって、伝統工芸とい

う言葉の新たなとらえ方を見出すことができま

した。また、ものづくりを通して 福祉を地域にひ

らく試みは、私たち自身の活動の意味をあらた

めて考えるきっかけを与えてくれました。

　次に私たちに必要なのは、まだ出会えていない

人たちとつながること。そして、これからも続く伝

統となる、実践と実験を続けられる機会や場所を

自分たちの手でつくることだと考えています。

　今後も対話と学びを通して、豊かな循環を生み

出す営みとそのあり方について、みなさんとともに

探求していきたいと思います。
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土地に根づくものづくりの現在を探り、伝統工芸の技術や

素材、歴史・文化について学ぶため、2021年7月から2022年

2月にかけて 、スタディツア ー と ワークショップ を 実 施。

案 内人や講師とともに、土地固有の素材やものをつくる

仕 組みに触れるなかで感じ、考えたことを一般財団法人

たんぽぽの家・岡部太郎 が振り返っていく。

森田一弥 さんとの土壁巡り

（京都府京都市）

　3年にわたり各地の伝統のものづくりや素材、福

祉の現場を訪ねてきた。2年目となる2020年度、

リサーチツアー に 赴いた 常滑 のまさに“ 滑らか”

な土の上で、本当 に 滑って 転 びかけたことが、

いまも身体の記憶として残っている。今年度は、

平城京の土を使って布を染め、紙を漉く創作ワー

クショップも実施。子どもや障害のある人ととも

に、土に触れることを通して、歴史と自分自身が

直 結する瞬間を体感した。人がものをつくり、

素 材を加工して何かにしていくという原始的な

行為を、肌で感じることができた機会だった。

　また、土壁 巡りも印象に残っている。建築家の

森田一弥さんと大徳寺敷地内のさまざまな壁を

見た。鉄を加えることによって浮かぶ点々を闇の

なかの蛍に例えた「蛍壁」、あえて土のつなぎ材料

である藁を壁に浮かべる粋。茶の湯の思想に重な

る素朴さと美の調和から、民衆の生活が階級を

越えてリンクしている様子を見ることができた。

高橋利明さんとのものづくりスタディツアー

（徳島県徳島市、上勝町、美馬市）

　12月末、「伝統工芸と福祉を考えるもの づくり

スタディツアー 」（助成：日本財団）で、2日をかけ

て徳島県内を巡った。案内人の高橋利明さんは 建

築家として活動するかたわら、「−みんなの複合

文化市庭−うだつ上がる」という施設を運営した

り、地域の多様なものづくり、文化活動に関わっ

たりしている。大阪出身、とにかくしゃべるのが

大好きで、移動の車中は雑多な話で盛り上がった。

　ツアー の 最初に訪れた富永 ジョイナーでは、
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の富永啓司さんから、手がけた作品

を見せていただいた。流れるような曲線を描く木

枠の姿見や、釘目のない組み木細工などを目にす

るだけで、参加者からは感嘆の声が上がる。聞く

と、もともと船大工だった祖先が、戦争中、水に強

い弾薬箱などをつくった歴史を経て、指物の生業

ははじまったという。かつて全国屈指の建具産地

だった徳島県。阿波の指物師を標榜する富永さん

に、ものづくりへ のプライドを感じた。もの自体の

魅力ではなく、人の心が動くこと、想いが大事だと

語る姿もとても印象深かった。

　また、ものをつくる現場 にとどまらず、ものを

捨てる現場にも足を運んだ。ゼロ・ウェイストセン

ターでは、まちの人たちがゴミを持ち込み、可能な

限り分別できる仕組みを生み出し運用している。

つくる、使 うことの 先 にある、ものの 行 き 先 を

イメージすることが大切なのだと実感させられた。

　阿波指物、阿波紙、阿波藍と、地域のものづくり

の現場を訪ねながら、歴史のなかで残ってきたも

のは、素材や工法、それによる産物だけでなく、人

の想いだということを感じた。コロナ禍だが、徳島

　茶室の外には土壁が連なる。森田さんは、お寺や

家など、複雑な構造に関する建築は資金や職人

の専門性、あるいは高度な道具が必要だが、土塀や

土蔵は民衆がつくっていたのではないかと言う。

手弁当で寄り集まって、地域のシンボルとなる寺

や建物に関わる。つくっている壁は、内と外を隔

てるものだが、実は壁づくりに関わることで、wall

（壁）は bridge（橋）の機能も果たしたのではない

か。土は扱いやすい。特殊な道具が要らず、人と時

間 さえあればものをつくることができる。そして、

つくることに 参 加 すれば、直 すこともできる。土

という素材が人をつなぎ、一緒につくったものは、

結果として大切にされ、残り続けていく。

　何かをつくるときに、何に価値を置くか。土壁

づくりで一番かかったコストは「時間」だ。自然の

力も利用しながら時間をかけたからこそ出来上

がった。人が時間をかけてものをつくることは、

まさに福祉の得意分野と言える。みんなでゆっく

りとつくること。この時代において、ものづくりの

意味をあらためて考えるヒントになるだろう。

の夜はどこもにぎわっていた。まだ続くであろう

先行き不安な生活のなか、地元でものづくりに関

わる人たちの力強い言葉を胸に、これからもさま

ざな人や地域とつながっていきたいと思った。

旅を終えて

　プロジェクトを進めると同時に、各地の障害の

ある人や家族、支援する福祉施設の職員と交流

する機会も少しずつ増え、私たちは福祉と暮らし、

仕事の可能性を広げるすべを探り続けてきた。

私自身、障害のある人のアート活動、表現活動の

支援に長年携わってきた。そして現在は、障害のあ

る人の創造性を仕事につなげたり、地域の人た

ちの接点をつくり、居場所や交流の場所づくりの

実験・実践を続けたりしている。

　この プロジェクトに 関わるなかで 感じているこ

とは、ものづくりは人間の根源的な行為であると

ともに、さまざまな人とのつながりを生むというこ

と。収入を得て生活を安定させるだけでなく、技術

や専門性をもち、社会のなかでの役割を実感する

ことができる。私たちがイメージする福祉は、障害

者福祉、高齢者福祉といったカテゴライズされた

サービスではなく、生きる上で必要なつながりや支

え合いのような、もっと大きな意味を指すのではな

いかとスタッフのひとりが言った。その実現のた

めには、個人の才能や技術を生かすだけでなく、

人が集い、個々が実感をもって創造ができる場所、

それぞれが尊厳をもって関わり合える場所が必要

だ。ものづくりは人、もの、地域をつなげる。足下

から未来まで、見えない ブリッジ をかけながら、

これからもこの旅は続いていくのだろう。
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気持ちのいい仕事をすること

‒本展では、因州和紙を素材として選ばれていま

したね。どうして和紙だったんでしょうか？

　2014年、鳥取県東部で初代から86 年間、「猩々

面」「青の鼻たれ面」「ぬけ面」など、なんとも言え

ない魅力をもつ張り子を手がけていた柳屋さん

が引退されることになったんですね。それで、その

後、私も鳥取に引っ越ししてきて、これからどん

な素材を扱おうかと悩んで。やきものや木工、布

などにも惹かれたんですが、設備・機材が必要に

なりますよね。そして、やきもの＝石をつくるよう

なものだから、つくっ たものがずっと残ってしま

う。でも紙は軽いし、かさばらない。水に溶けば

素材に戻せるのも魅力的だなと思って。平面だけ

でなく、張 り 子 など 立 体 をつくることもできる。

だから、私がこの場所で生きて、ものづくりに携

わっていくなら、紙という素材を扱いたいと考え

るようになりました。

‒ 想定外の理由で驚き

ました（笑）。

　張り子の場合、いらなく

なったら潰せばいいし、購

入した人も可燃物として

処分できる。捨てることが

難しい日用品も多いなか、

私 がつくるものはそれく

らいの存在感がちょうど

いいなと思うんですよね。

あと、張り子って、役に立たないでしょ？　ずっと

工 業製品をデザインしてきて、人の役に立つ道具

は 世の中に充分あるから、もうつくりたくないなと

思って（笑）。張り子って、「なんかかわいいな」「なん

となく、ありがたい」とか、必要性がなくても欲しく

なっちゃう感覚がありますよね。

‒なぜか惹かれてしまう感覚、わかります。

　 最 近、そういう 類 のものに 惹 かれますね。柳 屋

さんが引退すると知って、ご健在のうちにその技

術を継ぎたいと思い、ここ数年、柳屋さんに張り子

づくりを習っています。柳屋さんは、主に明治・大

正期の古い和紙を使って張り子をつくっていて、

お師匠さんは「昔の和紙は繊維が長くて、すごく

きれいに仕上がる 」と教えてくれました。材料が

すべて国産で、質がいいんです。張り子もさまざま

なつくり方があるのですが、私は、なるべく先代に

近い手法でつくりたいので、古道具屋さんで古い

和紙を調達して、布糊や膠
にかわ

、泥絵の具、胡粉を使っ

ていますね。もちろん、手 軽 に 入 手 できる 素 材 で

代用したり、ポスターカラーのようなもので色をつ

けることもできるんですけどね。

‒ 先代の方法にこだわるのは、なぜでしょう？

　私の場合、目的が「張り子をつくること」じゃな

くて、「気持ち の いい仕事をすること 」なので。布

糊って、紙に塗るとき、とにかく手触りがめっちゃ

気持ちいいんですよ。だから、つくり手である自分

のための選択でもある。そういう考えが前提にある

ので、今回展示のお話をいただいたときも、私が目

指している「気持ちのいい仕事」をほかの人にも味

わってもらえたらいいなと思ったんです。

それが似合うかどうか

‒ 福祉施設・アートスペース からふるとの協働は、

どのようなきっかけで実現したのでしょう？

　鳥取で開業した2018 年、あいサポート・アート

センターが主催する「福祉をかえる『アート化』

セミナー 」で名刺交換を

したのが最初です。翌年、

所属アーティストの仕事

づくりを目的に「からふ

るてぬぐい 」をつくりた

いと、お仕事の相談をい

ただきました。今回の展

示では、型づくりも含め、

和紙をつくる工程の大半

をからふるさんにお 願 い

したんです。からふるの

副理事長・伊 奈 真 弓 さんに 素 材 をお 渡 しし、そ

こから各アーティストへ制作を依頼してくれて。

伊奈さんをとっても信頼しているので、私の仕事は

仕上がってきた作品に対して「もう少し、こうして

みましょうか？」と提案するくらい。なので、今回

の展示作品は、すべてからふるさんの仕事！

‒難しかったことはありませんでしたか？

　つくり方が苦手だと思う方がいたり、私の試作

とは違う結果になったり、うまくいかないことも

ありましたね。最初は無理かも……と思ったけ

れど、伊奈さんや因州和紙を手がける中原商店・

中原寛治さんの意見を聞いて、少しずつ改善して

いくことができました。アーティストのみなさん

の手つきを観察して、「これは苦手そうだから、こ

の作業をお願いしよう」「こういう作業は難しい

けど、こうしたらできるかも」と伊奈さんとも現

場で相談しながら制作を進めていきました。

‒和紙という素材も、からふるさんとのやりとりの

なかからハマりそうなものを選んだんですか？
収録：2022 年 1 月 27 日（木）
場所：Am’s ギャラリースペース（鳥取）

2022 年 1 月、鳥取市内の 2 会場にて、NEW 

TRADITIONAL 展 in 鳥取「和紙という銀河

から、届く光」を 開催。展覧会 の ディレク

ションは、デザイナーの川﨑富美が担当した。

川﨑は、東京で（株）良品計画のインハウスデ

ザイナーとして商品企画に携わった後、2017

年より地元・鳥取へ移住。現在、手仕事や

民藝のリサーチ、福祉施設・アートスペー

スからふるとの協働、商業施設のディレク

ション、ワークショップなど幅広く手がけて

いる。本展を振り返りながら、川﨑が考える、

もの、ものづくりについて話を聞いた。

Interview

インタビュー：川﨑富美

過去も未来も、

美しいものが

好きなんです

Interview

アーティストの作品をシルクスクリーンの版にし、アーティスト自身が自由に
プリントした「からふるてぬぐい」（「和紙という銀河から、届く光」展より）

photo: K
azutoshi Fujita
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かわさき・ふみ
プロダクトデザイナー。1979 年鳥取市生まれ。
岡山県立大学デザイン学部卒業。2007〜2017
年、株式会社良品計画にて無印良品の商品企
画・デザイン、Found MUJI・福缶企画などを担
当。2017 年末、Uターンし開業。アートスペー
スからふるの商品デザイン、鳥取民藝美術館
のビジュアルデザイン、Am’sの店舗デザイン
などを手がける。鳥取大学非常勤講師。

　それもあります。私自身は和紙の手触りのよ

さや 美 しさを 知っ ていたけれど、そもそも 高 価

なもので、一般的には触れる機会が少ない素材

なんですよね。でも、私は作品をつくる際、素材

や画材の選び方がすごく大事だと考えていて。

アートを見慣 れていない人 にも作品 のよさをわ

かってもらうために、それなりの 格 や 質 が 必 要

なんですね。だから、この機会に高価な紙を使っ

てもらい、アーティスト自身にも「和紙って、いい

な」と感じてほしかった。素材に触れて「やっぱ

りいいよね」って当たり前に感じられる機会を

つくりたい。そんな気持ちがありました。

‒ “いい”には、感覚的な気持ちよさ、動機の清ら

かさ、トレーサビリティも含まれますよね。

　和紙屋さんが、原材料から育てて、和紙を生み

出す。さらに、その丁寧につくられた和紙が、アー

ティストの創作へとつながっていくという“いい”

もあります。支持体となるキャンバス、作品を飾

る額も、それぞれの職人が誇りをもって、絵を生

かすためにつくったもの

を合わせると、“ いい” 作

用 が 起 こる。私 は、どん

なことでも「似 合 うかど

うか」を大切にしていま

す。部屋のディスプレイを

考えるときにも、何人家族

で、どういう人が住んで

いるかを イメージする。

それと 同 じように、ア ー

ティストや作品に似合う

画材や額を選び、一番の展示方法で作品を見せて

あげたいと思うんですよね。

‒今回では、どんなところに現れていますか？

　従来の因州和紙の展示だと、和紙は平面である

ことを 前 提 に ペイント されることが 多 いんです

ね。だけど、私は、和紙は薄っぺらいけれど、立体

物ととらえて、少し違う見え方を考えました。展

覧会名に「銀河」とつけたのも、紙という馴染みの

ある素材だけど、想像する以上の奥行きがあるか

ら。観る人に、うんと心を広げて向き合ってもらい

たくて。また、1,400年以上前に日本へ伝来した和

紙が、いまここにあるという時間軸を、遠い銀河

から時間をかけて届く光になぞらえて、「四次元」

の視点で見てもらえたら嬉しいなと思います。

いまの感覚にならう

‒ さまざまな「ものづくり」に携わるなかで、どん

なことが原動力になっていますか？

私が関わる「ものづくり」は、工業製品、福祉施

設との協働、郷土玩具の収集やリサーチ、民藝の

つくり手への取材など多岐にわたります。一見

バラバラに見えるかもしれませんが、すべて「人

の営みって面白いな」という気持ちが根っこに

ある。ものづくりって、人々が毎日の暮らしのな

かで積み重ねてきた、文化の蓄積なんですね。そ

れが、民藝の器になることもあれば、障害のある

人のアートになることもある。そのアウトプット

の違いを比較しながら、楽しんでいますね。

‒ 前 職 での 経 験 が、そうした 川﨑さんの 視 点 を

養っているのでしょうか。

　そうかもしれません。良品計画に在籍してい

た後半は、永く使われてきた日用品を世界中か

ら探し出し、現代の生活に合わせて少し改良す

る「FOUND MUJI」という企画を担当していまし

た。先進国・発展途上国を問わず、ものづくりの

現場に入り込み、プリミティブなものから超大量生

産のものまで、幅広く見てきました。それぞれを

比較しながら、自分が手

がけたものが 店 頭 に 並

んだ後、どうなっていく

かを 想 像 するような 仕

事で、そのとき培った視

点は、いまも私のなかに

ありますね。

‒過 去 から 脈々と 続 く

営みを 振 り 返 りながら、

現 代 の 暮らしに合ったも

ののつくり方・あり方を考えていくんですね。

　ものって、いまここにあるだけではなく、過去

も未来も携えている、と思うんですね。だから、

つくる人は、どんな考え・想いでつくるのか、こ

の素材がどこから来ているのか、どうやって朽

ちていくのか、考えないといけない。過去も未来

も美しいものが好きなんです、私。でも、ものを

つくる以上、絶対に「進化」は必要だと考えてい

るんですね。だけど、この「進化」は、最新のテク

ノロジーや新素材という意味ではなく、「いまの

感覚にならう」ということ。物質にまみれる時代

を経て、私たちは人間の本質・身体性・感性に目

を向けつつあると感じています。「心地よい」な

ど、言語化・数値化しにくい感覚と向き合える時

代になってきたようにも思うんですね。

粘土をコロコロ丸める仕事が大好きな愛菜さんによる作品《メテオ》
（「和紙という銀河から、届く光」展より）

photo: K
azutoshi Fujita

“My New Traditional Collection” selected by Fumi Kawasaki

古材と新材の仕口 令和建設／松

photo: Kazutoshi Fujita



　

本
展
は
、川
﨑
富
美
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
、ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

か
ら
ふ
る
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
因
州
和
紙
を
手
が
け
る
和
紙
工
房
・

株
式
会
社
中
原
商
店
が
協
働
。和
紙
を
素
材
と
し
た
も
の
づ
く
り

の
実
践
を
行
い
、
鳥
取
市
内
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
か
ら
ふ
る
に
て
そ

の
プ
ロ
セ
ス
を
、Am

’s

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
成
果
物
を
展
示
し
た
。

　

和
紙
の
質
感
、行
為
の
跡
が
残
る
特
性
、透
過
性
、軽
さ
と
い
っ
た

素
材
の
可
能
性
を
探
り
、そ
の
試
行
錯
誤
を
伝
え
て
い
る
。

　

会
期
中
に
は「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
談
義
」ほ
か
、紙
仏
の
色
付
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。多
様
な
視
点
で
素
材
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

プロセス 光の仏像

山村和弘さんが描く仏像の墨絵を忠実にス

キャンし、型紙にカッティング。中原商店によ

り、型紙を貼り付けた網に精製された紙料を

流し入れる「溜め漉き」技法で制作。その工程

をイラストとともに紹介した。

1-A

手で見る、描く

盲目のアーティスト・石田将梧さんが厚い和紙

に描きつけた硬筆の跡を作品として展示。濡

れた手で和紙に触れることで生じる繊維のも

つれ、破れなどの表情に着目した作品も。

2-B

康介さんの銀河

紙漉きに着想を得た立体物（制作：山本康介 ）。水に

溶いた紙料が、流動し乾燥していくなかで天地

創造のように、陸地のような造形を生み出し

た。無彩色・彩色の2種を制作。

2-D

メテオ
粘土を丸める仕事が好きな愛菜さんが、水分を

含んだ和紙を小石状にした作品。展示では宇宙

に漂う無数の隕石や星屑に見立てた。

2-F

明滅する線／浮遊する線
障子紙にガリ版印刷と糊ペンで絵を施した作

品（図 画：和弘、岸本優希、ハルカ、杉山将大、キャメル村山、

描画：岸本優希 ）。印刷／描かれた線は光を透過し、

そこに画が表れる。光源の位置や描く面によっ

て作品も表情を変える。

2-G

会場1：ギャラリー からふる（ 鳥取市元町 101アート

スペースからふる2 階 ）

日   時：2022 年 1 月 21 日（金 ）〜 29 日（土 ）

会場2：Am’s ギャラリー（鳥取市行徳1-155 Am’s店内）

日   時：2022 年 1 月 21 日（金 ）〜 30 日（日 ）

主   催：文化庁、一般財団法人たんぽぽの家

協   力： 一般社団法人 アートスペースからふる、

株式会社 中原商店、株式会社 torinoko、工作社、

合同会社 僕ら、Am’s

令和 3 年度 文化庁委託事業「障害者等による文

化芸術活動推進事業（文化芸術による共生社会の

推進を含む ）」

明滅する線／紙仏・紙ドーム

地元商店街から譲り受けたガリ版印刷の道具

を用いたワークを実施（制作：山村和弘、岸本優希、

ハルカ、杉山将大、キャメル村山）。鉄筆で描かれた線は

力の 加 減 で 途 切 れたり、大 きく 開 いた 穴 か

らインクが滲んだりと

多様な表情を見せた。

また、山村さんの木彫

の仏像とドームを型

に、和紙を立体的に漉

く実験も実施。できた

紙仏や原作、素材など

が展示された。

1-C

アートスペースからふるのアーティストが紙漉き

を実施。何度か試作を行った後、3Dプリンタで

型をつくり、紙料をすくう、水分を絞る、乾燥さ

せるという工程を構築した。ここでは使用した

道具や素材、ワーク参加者の感想が書かれた

ポストイットなどを展示。

プロセス POPな紙漉き
1-B

プロセス 康介さんの銀河

アーティスト・山本康介さんが水に溶いた大量

の紙料を細かい網目の版上に落とし、堆積した

紙 の 繊 維 に 彩 色。乾 燥 するまでの 間、繊 維

の流れに沿って色が移動し、劇的に変化して

いった。その過程を撮影し、使用した道具、素

材、インクなどとともに展示。

1-D

和紙の素材の可能性に助けられました。普段はドリッピングという画
法を用いて、平らな紙の上に絵の具を撒いて絵を描いていた山本康介
さん。今回、自分で素材を積み重ねることで、繊維の隆起などがそのま
ま作品の土台になるというのは新しい発想でした。作業日はとても寒
い大雪の日で、屋上で描く予定が、急遽ギャラリーに大きなプールを
設けることに。康介さんに「好きなように紙料を撒いていいですよ」
と伝えると、最初はおそるおそるだったのが、どんどん大胆になって
いきました。素材を素直に楽しむ彼らの力は、私たちの想像を超えた
ものをかたちづくります。（伊奈真弓／アートスペースからふる）
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POP な紙漉き

前田龍一さんが描くコミカルな動物の絵がモ

チーフとなった和紙のオブジェ。自由な形に楽

しく簡単につくれる工程を含め、アートスペー

スからふると川﨑、中原商店が共同制作。

2-E

光の仏像（千手観音像・阿修羅像・東大寺大仏）

因州和紙の「透かし」技法を用い、複数人の手で

紙漉きされた山村和弘さんの仏像画。光の透過

によって表れる3体の像が、ギャラリー正面に

配置された。

2-A

日本の家屋では、室内に光を採り入れるための道具として紙が用
いられてきた歴史があります。その手法を生かし、荘厳な佇まいを
見せる山村さんの作品を表現したいと考え、中原商店さんに紙漉
きを依頼。会場で実際に光に透ける絵を見たときは、あまりの素晴
らしさに鳥肌が立ったほど。仏画はもちろん、水に泳ぐ繊維の跡も
目の当たりにしていただきたいと思いました。（川﨑富美）

紙仏／時空を重ねる

山村和弘さんが手がけた木仏を型に、張り子の

技術を用い制作された立体物（制作：キャメル村山、

前田龍一、坂口真一郎、和宏、岸本優希 ）。和紙による量

産品制作の可能性も模索した。また「時空を重

ねる」では、摩擦熱で消えるインクを用い、加熱

／冷却により和紙に何重もの描画を施した。

2-C

新しいアイデアを「形にしたい」という想いに応えることは、私た
ちのチャレンジにもなるんです。そして、その積み重ねが伝統に
なっていく。「昔の技術を伝えるのは伝承だ」と、幼い頃から父
に言い聞かされてきたように、伝統は、新しいものを取り入れて
更新し、未来につなげていくことだと僕は考えています。あらゆる
人の多様な考え方、特性を交えて協力していくというものづくり
のあり方が、今回ひとつの可能性として見えてきたのではない
かと思いますね。（中原寛治／株式会社中原商店）
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 ニュートラ日誌
2021- 2022

ものを つくる・伝える・広げる多種多様な担い手 たちと
出 会 い、そのなかで 見 えてきたこと、語 られた 言 葉 を、
たんぽぽの家のスタッフが 記録していく。

Document

2021. 7.30（金）

10.1（金）

さまざまな活動から学び、
体験することでわかること

『OKAIKOSAN 
お蚕さんと過ごす1年間』の発行

　この日は京都・長岡京市にある「なかの邸」へ。江戸

末期に建てられた登録有形文化財を活用し、障害のあ

る人たちがいきいきと働ける場を運営されています。

2019 年に、自慢の料理とお酒で夜の食事を楽しめる

場所としてオープン。障害のある人が夜間に働ける

場所も珍しいですが、2021 年からは新型コロナウィ

ルスの影響を受け、新たな業態としてランチの提供

もはじめました。また、本格的なコーヒー焙煎も行

い、障害のある人とともに、プライドをもって質の高

い商品を展開。日中の空間や庭も素晴らしく、竹垣や

内装など、随所に手仕事への敬意とこだわりが感じ

られます。長い時間をかけ、人の手で積み重ねられた

仕事のなかにいる贅沢を体感しました。（岡部太郎）

　「お 蚕 さん、育 ててみいひん？ 」という 染 織 家 の

寺 川真 弓 さんからの 投 げかけからはじま っ た プロ

ジェクト。メンバーと一緒にお世話をし、お蚕さんや桑

について学び、養蚕・絹の文化や歴史などに触れてき

たこの体験を伝えたい。でも、ひと言で表すことは難

しく、デザイナーの長岡綾子さんと書籍『OKAIKOSAN 

お蚕さんと過ごす1年 間』をつくることにしました。

この本では、メンバーとスタッフの言葉や写真、日誌や

表現されたマンガ、イラストなども掲載。本をつくりな

がら、お蚕さんという小さな生命から紡がれる縁や学

びをあらためて実感しました。みんなの興味や取り

組みが、今後も広がっていきそうです。（森下静香 ）

一般社団法人暮らしランプ・なかの邸訪問／京都

実例づくり（お蚕さん プロジェクト）／奈良

9.25（土）、11.12（金）

2022. 1.8（土）

漆の郷・曽爾村で木工に 取り組む

　福井県で活動するろくろ舎の木地師・酒井義夫さん

をファシリテーターに迎え、木工について学び、試行

するためのリサーチツアーと創作ワークショップを

実施しました。奈良県内の材木に関わる仕事、さま

ざまな手法で木を生かし創作している作家や工房を

訪問し、障害のある人との木工の可能性について意

見交換。漆、三宝、木工ろくろ、浮造りといった伝統

技法や、量販店では見ることが難しい国内外の多種

多様な木材を見聞きし、漆の木の植樹を体験するな

ど、木や森の生態系や材木の生かし方を学びました。

曽爾村で行ったワークショップでは、木材の余材に

打刻してテクスチャーをつけ、切る・彫る・削るとは

違った創作にもアプローチしました。（藤井克英）

レジデンス事業（木工との交流）／奈良

D
ocum

ent“My New Traditional Collection” selected by Fumi Kawasaki

ほうき／竹・木、へら／木
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　 常 滑 から デザイナ ー の 高 橋 孝 治 さんを 招 き、平

城宮跡歴史公園にて、平城京の土を使ったワーク

ショップを行いました。昨年の常滑でのニュートラ

で、足下にある土で布を染めたり、紙を漉く実験を

していた取り組みが、ここ奈良で展開。高橋さんから

は、地 球 誕 生 から 土 ができるまでをわかりやすく

紙 芝居で紹介いただきました。その後、参加者とと

もに土を砕き、水を加えて泥にしていく工程を体験。

布は薄くグレーがかった色に染まり、紙はこの地で

出土した人面土器を再現した形になりました。朱雀

門をバックにした乾燥タイムを経て、ワークショップ

は 終了。1,300年前にここで

生 活 をしていた 人 たちが、

この土をどう使っていたの

か、想 像 を 巡 らせながら 土

と触れ合った 一日となりま

した。（岡部太郎）

10.26（火）、12.28（火）

2022. 2.25（金）

「竹 」に 触れて・感じて・考える

CLAY WORKS

　障害のある人たちと竹工芸を通して交流をする

プログラム。会場となったのは、上質な竹の産地と

しても知られる京都府長岡京市で、80 年にわたり

茶道具から日用品に至るまで多彩な商品を製作し

続 けている 高 野 竹 工 株 式 会 社 の ショールーム。リ

サーチ & ワークショップでは、〈 触れる・感じる・考

える 〉の 3 つの キーワードを軸に、高野竹工の職人と

Good Job! センター香芝のメンバーや、京都の障害者

福祉施設からの参加者とともに、竹林のなかに入っ

てみることからはじめました。そのほか、特 性 や 特

徴、竹林に生息するキノコや小さな生き物といった

生態系にまつわるミニレクチャーの実施、さらには

障害のある人との技術交流や商品製作を視野に入

れたワークショップを行い、素材の可能性を探りま

した。（奥田奈々子）

　土と人との関係を、ものづくりや地域の文化

とともに学ぶプロジェクトとして、誰でも参加

できる創作ワークショップや土壁を見に行くツ

アーなどを実施しました。

　地域の素材「土」を使ったものづくりを歩いて学ぶ

ツアーの京都編。野良仕事の素朴さを感じた奈良編

とは対照的に、職人が培った技術を目の当たりにし

ました。案内人は、左官の修行を経て京都を拠点に活

動する建築家の森田一弥さん。建立700年近くを経

た寺社から、つい近年改装されたという住宅までを

巡りながら、土壁の種類やその技術が生まれた経緯

を教えてくださいました。参加者から聞かれた、「自

分の足下の土でできていると実感した」「茶室にも見

られるような『民のつくったものを愛でる』喜びは、

いま自分が携わっている仕事と変わらないことに気

づき、心が沸き立っている」

「壁＝分断の印象が変化し、

やわらかい社会に通じる可

能性を感じた」という感想

が印象的でした。（那木萌美）

リサーチツアー
「京都・奈良の土壁めぐり」

・奈良編「土地の人がつくった土壁めぐり」
エリア：山の辺の道
案内人：髙橋麻希、磯村司（INAXライブミュージアム　土・どろんこ館）
日程：2021 年 11 月 23 日（火・祝）

・京都編「職人がつくった土壁めぐり」
エリア：京都市内、大徳寺周辺
案内人：森田一弥（森田一弥建築設計事務所代表）
日程：2021 年 12 月 12 日（日）

ワークショップ
「平城京の土でつくる創作ワークショップ」
講師：高橋孝治（デザイナー）
会場：平城宮跡歴史公園　平城京いざない館
日程：2021 年 11 月 27 日（土）同日 2 回開催（各 2 時間）

「今回のツアーを通して、京都の文化財に使
われているような繊細な土壁も、民家の荒々
しい土壁も、どれも同じ土から生まれている
ことをお伝えできればと思いました。大徳寺
の境内で、きれいな赤い土や浅葱色の土を発
見したときのみなさんの興奮は、それを使っ
て土壁を塗りたいと考えた先人の興奮を再
現しているようにも感じました。時代を経て
も変わらない、自然素材の魅力ですね」

森田一弥（ツアー京都編案内人／森田一弥建築設計事務所）

レジデンス事業（竹工芸との交流）／京都

12 .16（木）

京都・北山杉の里へ

　床柱などで有名な北山杉の里、中川をはじめと

する京都・北山地域を訪ねました。案内役は中川や

北山地域の文化を保全し継承していく活動を行う

一般社団法人北山舎代表の本間智希さん。森林が

狭 いという 北 山 の 自 然 背 景 から 生 まれてきたと

いう台杉や、杉を育て枝をうち、伐採、皮を剥き、乾

燥させる仕上げまでを産地で行うことも北山杉の

特徴であることを教えていただきました。その後、

本間さんや北山舎が管理する3 つの建物を見学。驚

いたのは、そのすべてが修繕の途中であり、多様な

人が参加していることでした。大工さんや建築を学

ぶ専門学校生、建築設計事務所やアーティストが

直し、つくり続けていくことで、また新たな人がつ

ながり、それぞれが 北 山 での 関 わり 方 を 見 つけて

いく。そのこと自体が、北山の文化をつないでいく

のだと実感したツアーになりました。（森下静香 ）

伝統工芸と福祉を考えるものづくりスタディ ツアー／京都
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12.12（日）

職人がつくった土壁巡り

実例づくり（CLAY WORKS｜京都・奈良の土壁めぐり）／京都

11.27（土）

土と人の関係を学ぶ

実例 づくり
（CLAY WORKS｜平城京の土でつくる創作ワークショップ）／奈良
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12.18（土）、19（日）

伝統工芸を訪ねる旅

　建築家で「−みんなの複合文化市庭−うだつ上が

る」も営まれている高橋利明さんに、2 日間にわたり

徳島県をご案内いただきました。伝統工芸品がつく

られる現場や、地域と人・ものをつなぐ取り組みを

している ゼロ・ウェイストセンター へ。行く先々で、

伝統的な技術や先駆的な仕組みだけでなく、土地の

歴史・技術を継承し、現在や未来にどうつなげるか

試行錯誤するあり方や、いびつでも愛おしいものが

もつ魅力、地元の課題への取り組みを自分たちのブ

ランディングにつなげる力、いま立っているその場か

ら、ゆるやかにまわりとつながる 関 係 の 広 がりなど

も学ぶことができました。（小松紀子）

伝統工芸と福祉を考えるものづくりスタディ ツアー／徳島
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2022.1.11（火） 1.15（土）、16（日）

3.6（日）、11（金）

2.2（水）、2.24（木）

こけしと福祉の可能性を探る 自然の恵みから生まれるものづくり

3 年間の活動から、これからのものづくりを語り合う

プラスチック再活用の試み

　2021 年 の3 月 にGood Job! センタ ー香 芝（以 下、

GJ! センター ）で、オリジナル商品の販売と商品に

ついてのレクチャーをしていただいた、新型こけし

や 創 生 玩 具 などの プロダクトブランド・ドンタク

玩具社の軸原ヨウスケさんを再びお招きしました。

今回は、GJ! センターとドンタク玩具社、こけし工人

さんとのコラボレーション商品の開発につなげる

ため、メンバーとスタッフに対し、こけし の 基礎知

識を教えていただきました。制作風景の動画を見た

り、地方によ っ て 異 なるこけしの デザイン につい

て 学 び、G J ! センター でこけし を つくるとしたら、

どんなものにしたいかなど意見交換をしたり。最後

は宮城県・鳴子の「こけし祭り」の映像も見せていた

だき、メンバーの間では「GJ! センターでつくったこ

けしも販売するぞ！」という目標ができました。軸

原さんとこけし工人さん、GJ! メンバー三者の関わ

りにより、どんな新しいこけしが生まれるのか、いま

から楽しみです。（安部剛）

　 山 形 駅 から 車 を 走 らせ、デザイナ ー の𠮷田 勝 信

さんの工房へ赴きました。鹿肉や黒豆の味噌など、

nokatachi の二戸勝也さんによる目にも美しくおい

しい料理をいただいた後、かんじきを履いて雪山に入

ります。そして、枝や葉っぱを採取すると、カーボン

紙と一緒に工房のプレス機へ。枝の厚みによって、

𠮷田さんが圧を細かく調整しながら印刷した厚紙

は、オリジナルのノートに仕上がりました。翌日は新

庄市へ。デザイナーの吉野敏充さんが運営に関わる

おやさい cafe AOMUSHI の一角をお借りして、伊藤

和江さんの手ほどきのもと、山葡萄の皮を使った箸

止めづくりに挑戦しました。材料は、すべて伊藤さん

自らが山に入って採ってきたものだといいます。後

半は𠮷田さんや地元の福祉施設職員の方を交えて、

意見交換の時間に。表現活動における悩みごとや今

後の可能性について話し合いました。生まれた土地

にもともとあるものの価値を見直し、現代に軽やか

さや楽しさをもって伝えていくその姿勢から、学ぶ

ことがたくさんありました。（中島香織）

　2019年からはじまったニュー

トラを振り返り、ものづくりの

現在とこれから のあり方につ

いて 対 話 する オンライント ー

ク を 実 施。3 月 6 日 は「福 祉 の

現 場 を 生 かす、価 値 のあるも

のづくり 」、11 日 は「『わたし

のニュートラ』から、ものづく

りを考える」をテーマに、ゲス

トを招き事例紹介や議論を展

開しました。ニュートラの取り

組みはほとんどコロナ禍に 行

われましたが、その 結 果、それぞれの 地 域 内 で、福

祉やものづくりに携わる人同士が出会う機 会 が 生

まれました。今 回 の ト ー ク では、各 地 で 行 われて

いる取り組みのその後を聞いたり、伝統のものづく

りと福祉をつなげる人たちと、それぞれの事例を共

有 し 合っ たりしました。福 祉、デザイン、ビジネス

　3D プリンタなどのデジタル工作技術と手仕事の

分野を横断し、新しい表現や問題解決を目指す「新

工芸舎」とともに、素材の再生やロングライフ化な

ど、ものづくりにおける循環について考えるプログラ

ムを実施しました。再成形により素材をアップサイ

クル したもの づくりを試みるオランダ発の「プレシャ

スプラスチ ッ クプロジ ェ クト」をもとに、3D プリン

トで排出される端材や廃材となる樹脂の再活用に着

目。樹脂を色味ごとに選別して細かく粉砕し、熱を加

え加圧する射出成形機を用いて、人力で樹脂素材を

押し出すプロセスを実践。金型成形のほか、さまざま

な造形手段へのアプローチも検討し、素材循環の学

びが体感的に得られました。（藤井克英）

実例づくり（ふくしとこけし） 伝統工芸と福祉を考えるものづくりスタディツアー／山形

ニュートラ談義online

レジデンス事業（デジタル工作との交流）／奈良

「クリエイターとの出会いに加え、参加者同
士が同じ体験を通して場を共有し対話する
ことで、講演会やオンラインセミナーでは感
じられない、地域や立場の違う人たちが混ざ
り合う経験に。各者が身近なものに目を向け
て魅力を見つけ、既存の価値にとらわれず、
堂々と丁寧に伝えていく仕組みをつくって
いることに可能性を感じました。福祉の現場
の悩みを共有しながら、ケアをクリエイティ
ブにひらいていくアート、ものづくりの次の
ヴィジョンが具体的に見えたと思います」

武田和恵（やまがたアートサポートセンターら・ら・ら）

　障害のある人と作家が互いの施設や工房など

に滞在しながら、共同で作品や製品を制作する

レジデンス事業を実施しました。

木工との交流
交流先：ろくろ舎、阪本修(Urushi no Irodori) 「山と漆と暮らし」プロ
ジェクト、徳田銘木、吉谷木工所、聖山（坪岡林業）、MoonRounds、
工房アップル・ジャック
日程：2021年9月25日（土）、11月12日（金）、2022年1月8日（土）

竹工芸との交流
交流先：高野竹工株式会社
日程：2021年10月26日（火）、12月28日（火）、2022年2月25日（金）

デジタル工作との交流
交流先：新工芸舎、松本恵里佳
日程：2022 年 2 月 2 日（水）、2月24日（木）

「竹の職人の話を聞き、実演を見てもらいまし
たが、実際に自分の手で触れて扱うことで、
ものづくりの材料としての性質などを実感し
てもらうことができたと 思 います。いまは プ
ラスチックに置き換えられてしまいましたが、
日本人が昔から竹の道具とともに暮らしてき
たことをあらためて気づいていただければ
嬉しいです。私自身企画営業担当なので、当た
り前と思っていた自社の製品について、つく
り方から学び直す機会となりました。日頃の
職人との関係も強くなったと思います」

井澤葉子（高野竹工株式会社 企画営業部）

※本レジデンスは、日本財団「障害のある人の表現と伝統工芸の発
展と仕事づくり」の助成を受けて実施しました

といったさまざまな立場の人たちが関わることで、

お互いの意識が変わったり、ものづくりの周辺の価

値に気づいたりする経験が多くあったと思います。

常滑の高橋孝治さんがおっしゃっていた「ニュート

ラは人なり」を、まさに実感するような時間を過ご

しました。（岡部太郎）

伝統工芸と福祉を
考えるもの づくりスタディツアー

　さまざまな伝統工芸の産地をまわり、伝統工

芸を新たな視点で発信している職人やコーディ

ネーターらとの交流を通して、福祉の現場にも

生 かしていけるような アイデア に 触 れる スタ

ディツアーを実施しました。

京都編　「北山杉の里から、ものづくりを考える」
ツアー先：京都府京都市北区中川北山町エリア
案内人：本間智希（北山舎）
日程：2021 年 12 月 16 日（木）

徳島編　「徳島の伝統工芸と福祉の可能性を探る旅」
ツアー先：富永ジョイナー（木工）、上勝町ゼロ・ウェイストセン
タ ー（コミ ュ ニテ ィ センタ ー）、カフ ェ・ポ ー ルスタ ー、アワガミ
ファクトリー／阿波和紙伝統産業会館、WEEKEND TAKAHASHI 
STORE、武知家住宅（藍染）、Saai dye studio（藍染）
案内人：高橋利明（建築家／ WEEKEND TAKAHASHI STORE）
日程：2021 年 12 月 18 日（土）、19 日（日）

山形編　「山形の伝統工芸と福祉の可能性を探る旅」
ツアー先：𠮷勝製作所、新庄市エコロジーガーデン『原蚕の杜 』、
おやさいcafe AOMUSHI
案内人：武田和恵（ギャラリーら・ら・ら／しおむすびおかわり）
日程：2022 年 1 月 15 日（土）、16 日（日）

※本ツアーは、日本財団「障害のある人の表現と伝統工芸の発展と
仕事づくり」の助成を受けて実施しました

レジデンス事業
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Words ニュートラ 語 録 もの づくりに関わる多様な人たちとの

議論を通して出てきた言葉 の数々。

ぶさいやろ。でも、これが愛おしい。
―富永啓司（富永ジョイナー・4代目阿波指物師 ）

精緻な指物の仕事を存分に紹介いただき、“ 木と対話をしながら
仕上げる” といった話を聞いた後、富永さんが懐から取り出した
のは、まだ小さいお孫さんが紙と鉛筆でつくった「 道具入れ 」。

「 ぶさい 」は「 ぶさいく 」の意味。愛おしい、なんだか心が動く。
それが一番大事。ものづくりの原点を話していた。（2021年12月 
伝統工芸と福祉を考えるものづくりスタディツアー徳島編にて）

ものだけを売るっていうのはいかがなものか。
ー 吉野敏充（デザイナー）

一時は東京を拠点に、デザイナーとしてたくさんのものを世に出してきた
吉野さん。「ものをつくって売っても消費されたらそこで終わり」と考え、思い
ついたことが地元山形での「体験」の提供だった。たとえば古代布のタッセルづ
くり、納豆汁づくりのワークショップなど。最近ではオンラインでのワークショッ
プも増え、土地に根づいた手仕事の体験がより多くの人に共有されている。

（2022 年1月 伝統工芸と福祉を考えるものづくりスタディツアー 山形編にて）

「作品」と「プロダクト」の間
を担うものとして「こけし」は
優れたフォーマットになるの
ではないかと思っている。
― 軸原ヨウスケ（ドンタク玩具社）

福祉の現場で生まれる作品とプロダクトの間、美
術とデザインの間のものづくりに、手仕事や工芸
の可能性が潜んでいないだろうか。誰もが表現者
になり得るプロダクトができたらどんなにいいだ
ろう。シンプル なろくろで つくられた 造形、その
上に描かれる（型はあるものの）即興的な描彩、
筆自体が生み出す簡易だが無駄のないミニマルな
模様、表情。これらをうまく混ぜ合わせてワーク
ショップを繰り返しながら「ふくしとこけし」を
はじめてみたい。長年全国各地のこけしに向き
合ってきた軸原さんから、そんな熱いメッセージ
が届いた。（2022 年 1 月 軸原さんによる「ふく
しとこけし」プロジェクトの企画書より）

竹を使って何かをつくるという行為自体と、完成した
「そのもの」が、その人の「表現」なんだと感じました。

― 小林正樹（バスハウススタッフ）

京都・長岡京の高野竹工との竹工芸ワークショップに参加した、地元の福祉施設の
スタッフ・小林さんの言葉。利用者が真剣なまなざしで、集中して取り組む姿に日
頃から寄り添 う 小 林 さんには、それが 本 人 の 表 現 として 映ったようだ。それぞれ
が自分のイメージをもとに道具を使い、楽しそうに作品について語る姿が印象的だっ
たという。（2021年10月 レジデンス事業［ 竹工芸との交流 ］ワークショップにて）

食材の交流もあるべき
なんじゃないか。
―二戸勝也（nokatachi）

山形でサトウキビを露地栽培する人と出
会い、考えたこと。二戸さんは、フィールド
ワークや料理を通して「食べる」ことを分
解し、見直している。地産地消は地域内で
の結びつきを強くする。でも、時々違う土
地にルーツのある食材を料理に取り入れ
てみると、なんとも楽しい。食材を素材に置
き換えると、ニュートラのものづくりにも
つながるひと 言 だ っ た。（2022 年 1 月 伝
統工芸と福祉を考えるものづくりスタディ
ツアー 山形編にて ）

近所の高校生にこそ来てほしい。
ー 高橋利明（-みんなの複合文化市庭-うだつ上がる）

地域の優れたもの、美しいものを誰に届けたいか。地元や全国のプロダクト、
古本、古着、家具が集まる「うだつ上がる」を運営する高橋さんは、目利きや遠
くからの来客だけでなく、近所の若い人たちにこそ届けたいと言う。小さい頃
からいいものに触れる。それが、これからの地域でのものづくりを豊かにする。ま
ちづくりではなく、人とものの接点として機能する場所。将来的に高 校 生 ま
での若者たちには、ギャラリーやキッチンを無料で貸し出したいと考えている
らしい。「うだつ上がるは高校生を応援する」とFacebookで呟いていた。（2021
年12月 伝統工芸と福祉を考えるものづくりスタディツアー 徳島編にて）

土の色を見るという
新しい楽しみができた。
― CLAY WORKS「京都・奈良の土壁めぐり」京都編参加者の言葉

京都のツアー参加者の言葉。大徳寺の土壁のすぐ近くの地面に、
同じような色の土を発見し、まさにここにあった土を使って
壁をつくったのではないかと推察。土を見る目が変わるとその地
域や環境を見る目が変わるということを実感した。（2021年12月 
CLAY WORKS 「京都・奈良の土壁めぐり」京都編にて）
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こ
ろ
か
ら
関
わ
る
こ
と
で
、も
の
の

寿
命
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
の
を

育
て
て
い
る
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
思
考
の
あ
り
方
を
、子
ど
も

や
地
域
の
人
た
ち
と
考
え
る
視
点
が
印
象
的
だ
っ
た
。（
2
0
2
1

年
10
月 

第
1
回「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ゼ
ミ
」に
て
）
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暮
ら
し
の
な
か
で
人
が
つ
な
が
る

〝
呼
吸
〟
グ
ラ
ス

要
る
／
要
ら
な
い
の
価
値
か
ら
、

は
み
出
て
い
く
も
の
た
ち

0 1

0 2

本誌は、令和 3 年度 文化庁委託事業「障害者等による文化芸術活動推進事業（文化芸術による共生社会の推進を含む ）」の一環で制作されました。

　
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
A
L
S
）患
者
は
、

病
気
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
、少
し
ず
つ
身
体
能

力
を
失
い
、や
が
て
自
分
で
呼
吸
す
る
能
力
を

も
失
っ
て
い
く
。〝
呼
吸
〟
グ
ラ
ス
は
、私
た
ち

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
タ
ジ
オ
と
台
湾
A
L
S

協
会
が
共
同
で
開
発
し
た
、生
活
の
な
か
で
社

会
的
な
つ
な
が
り
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
だ
。

　
常
に
楽
し
さ
の
あ
る
未
知
の
可
能
性
を
模
索

し
て
い
る
が
、こ
の
グ
ラ
ス
も「
一
緒
に
遊
ぶ
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
生
ま
れ
た
。
患
者
、

製
作
者
、ユ
ー
ザ
ー
ら
皆
が
と
も
に
参
加
で
き

る
も
の
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？
　
そ
れ
を
可
能
に

す
る
方
法
は
？
　
そ
ん
な
問
い
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
出
発
点
と
な
り
、呼
吸
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
思
い
つ
い
た
。
こ
の
グ
ラ
ス
に
よ
っ
て
、
患

者
は
他
者
に
よ
る
解
釈
や
通
訳
な
し
で
、自
身

の
こ
と
を
詳
し
く
説
明
で
き
、す
べ
て
の
人
々

の
参
加
が
意
味
深
く
な
る
。

　
私
た
ち
は
ガ
ラ
ス
シ
ー
ト
を
装
着
し
た

カ
メ
ラ
を
通
し
、患
者
の
呼
吸
が
な
す
水
蒸
気

の
輪
郭
を
記
録
。そ
れ
を
グ
ラ
ス
に
閉
じ
込
め

た
。
患
者
、製
作
者
、ユ
ー
ザ
ー
の
呼
吸
は
、飲

み
物
を
飲
む
と
い
う
シ
ン
プ
ル
で
必
要
不
可
欠

な
行
為
に
よ
っ
て
、い
わ
ば
旅
を
す
る
。
流
動

的
な
高
温
状
態
か
ら
ガ
ラ
ス
は
徐
々
に
冷
え
て

固
化
し
、
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
う
。
そ
れ
は

　「
や
っ
ぱ
り
捨
て
ら
れ
な
い
」

　
シ
ミ
だ
ら
け
で
も
手
放
せ
な
い
、色
あ
せ
た

布
や
古
い
紙
。
あ
の
柄
に
こ
の
絵
を
載
せ
た

ら
、シ
ミ
ま
で
か
っ
こ
よ
く
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
？

　
何
に
も
な
ら
な
い
も
の
な
の
に
、な
ぜ
か
捨

て
ら
れ
な
い
。
私
の
棚
に
は
、ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

と
ゴ
ミ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ミ

ニ
マ
リ
ス
ト
や
効
率
性
、整
理
整
頓
と
い
う
響

き
に
憧
れ
は
す
る
も
の
の
、気
づ
け
ば
本
稿
を

書
く
間
に
も
、
車
に
つ
ぶ
さ
れ
て
ま
っ
平
に

な
っ
た
空
き
缶
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、つ
い

つ
い
拾
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
ん
な
、人
に
よ
っ
て
は
要
ら
な
い
ゴ
ミ
の

よ
う
な
、何
に
も
な
ら
な
い
け
れ
ど
存
在
自
体

が
愛
お
し
い
、
面
白
い
も
の
た
ち
。
要
る
、

要
ら
な
い
？
　
役
に
立
た
な
い
？
　
見
方
を

変
え
れ
ば
役
に
立
つ
？

　
使
え
る
／
使
え
な
い
、役
に
立
つ
／
立
た
な

い
と
い
う
利
用
価
値
が
基
準
に
な
る
の
で
は

な
く
、存
在
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
し
、背

景
に
あ
る
概
念
や
気
づ
き
を
伝
え
て
い
き
た

い
。
そ
ん
な
想
い
で
、
古
道
具
や
ら
、イ
タ
リ

ア
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
オ
・
ザ
ン
ザ
ー
ラ
、福
祉
施

設
や
刑
務
所
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
、ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
の
野
菜
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
し
て

文
・
李
萬
鏗

文
・
奥
村
奈
央
子

り
・
ま
ん
は
ん 

1
9
8
3
年
に
台
北
国
立
芸
術
大
学
・
香
港
芸
術
学
院
学
術
的
芸

術
研
究
科
を
卒
業
後
、Sandw

ishes Studio

を
設
立
。
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、人
生
に
お
け
る
目
に

見
え
る
／
見
え
な
い
、あ
ら
ゆ
る
人
々
の
状
態
や
障
害
を
探
求
。

お
く
む
ら
・
な
お
こ

デ
ザ
イ
ン
と
福
祉
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
中
心
に
、社
会
の
課
題
を

創
造
的
に
解
決
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
を
運
営
。
質
の

高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
制
作
を
通
し
て
社
会
と
関
わ
り
、ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
の
可
能
性
を
創
造
し
な
が
ら
、社
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
提
示
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。ラ
ボ
ラ
ト
リ
オ
・
ザ
ン
ザ
ー

ラ
の
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
。

（
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
タ
ジ
オ

　
［
三
明
治
工
］
共
同
設
立
者
）

（N
AOKO /

  TO
K

YO
 SO

C
IA

L D
E

SIG
N

）

ニ
ュ
ー
ト
ラ
を
さ
が
し
て

患
者
の
体
が
次
第
に
動
か
な
く
な
る
状
態
に
よ

く
似
て
い
る
が
、呼
吸
グ
ラ
ス
は
人
々
の
関
係

性
を
再
び
詩
的
な
方
法
で
動
か
し
て
い
く
。

　
公
共
福
祉
や
社
会
参
加
を
再
考
す
る
こ
と

は
、障
害
と
社
会
問
題
を
ケ
ア
す
る
発
起
点
に

な
る
。
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
溶
け
込
む

思
い
が
け
な
い
ア
イ
デ
ア
で
、す
べ
て
の
人
に

新
し
い
社
会
的
関
係
を
も
た
ら
し
た
い
。

い
る
。
ま
た
、
慌
た
だ
し
い
世
の
中
だ
か
ら
こ

そ
ひ
と
呼
吸
で
き
る
時
間
が
大
切
だ
と
考
え
、

「
ス
ー
パ
ー（
超
）」
よ
り
も「
ス
〜
ハ
〜（
適

当
）」
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
、「K

IO
SK

ス
〜
ハ
〜
マ
ー
ケ
ッ
ト
」も
営
業
中
だ
。

道で拾ったという、つぶれてまっ平になった空き缶。「立体時と
は違った美しさがある」と奥村は語る

コップをつくり、ユーザーが使用するまでのプロセスこそが、ALS
患者の物語とともに“呼吸”グラスの意義となる

C
olum

n


